



































学校で環境教育を受けたかどうかにより、対象者を、中高生・大学生・20 ～ 40 歳代・50
～ 60 歳代・70 歳以上に年代区分して分析し、主要な地球環境問題への認識度は、70 歳以





















常生活行動では、10 項目中 9 項目において、20 代若者が最も低く、年代が上がるほど高
いことがわかる。また、内閣府大臣官房広報室（2009）では、「ゴミ問題への関心や認知度」


































年代別比較調査は、主として 20 代以上の人々を対象としており、10 代若者をも含めた実
態調査はほとんど行われていない。希少な調査例として、日本能率協会総合研究所（2008）
掲載のインターネット調査には、10 代から 50 代の各 100 名を対象とした「取り組んでい
るエコ活動」が示されている。環境に配慮した行動 10 項目中 3 項目（ゴミの分別、リサ

































憶が新しいことと、2011 年度入学生は、小学校 3 年時に「総合的な学習の時間」が取り
入れられて以降の、概ね初期の大学生に該当しており、小学校から高等学校までの環境に
関する授業の影響を捉えるにあたって、ふさわしいと考えたことによる。2011 年 4 月の
授業終了時に調査票を配布し、その場で回収を行い、有効票として、女性 115 票、男性









方法により、2011 年に 196 票、2012 年に 202 票、
2013 年に 263 票、計 651 票を得た（表 1）。
























































　まず、「もったいない」意識 14 項目と実際の行動 13 項目の回答を、便宜的に間隔尺度
とみなし、「思う」～「思わない」（意識）、「している」～「していない」（行動）に各々
1 点～ 4 点を充て、平均値を求めた。数値が１に近いほど、意識あるいは行動が高いと考
えられる。また、各回答者について、「もったいない」意識 14 項目の平均値が 2 以下（もっ
たいないと「思う」「まあ思う」に相当すると見なし得る）の場合を「意識高」、2 を超え









ついては、「ある」～「ない」の各々に 1 点～ 4 点を充てた。「暮らし方講義学習・同体験
学習」については、「学びあり」に 1 点、「学びなし」に 2 点を充てるとともに、具体的内
容 12 項目につき、回答していない数（暮らし方講義無数・同体験無数）を 0 点～ 12 点に
数値化した。「地球環境講義学習・同体験学習」についても、「学びあり」に 1 点、「学びなし」
に2点を充てるとともに、具体的内容13項目につき、回答していない数（地球環境講義無数・




























































































































































































































　松原（2013a）で示した 20 代若者の結果と比べてみると、平均値が 2 以下の項目は、意
識では「流行遅れ服着ず」「修理せず廃棄」の 2 項目が加わり、実際の行動でも、「過剰包
装不要」「修理して長く使用」の 2 項目が加わっており、10 代若者では、モノを大切に長
く使う意識や行動が高まっているのではないかと推察される。
　また、意識の全項目平均値を、10 代若者と 20 代若者とで比較してみると、女性では
1.81 と 2.03（p<0.001）、男性では 1.85 と 1.99、全体では 1.82 と 2.01（p<0.001）であるなど、
いずれの数値も 10 代若者の方が高く、女性および全体において有意な差があった。同じく、
行動の全項目平均値を比較してみると、女性では 1.90 と 2.05（p<0.05）、男性では 1.99 と 2.23





















であるが、文部科学省（2011）によれば、2008 年～ 2009 年の学習指導要領改訂（2011 年
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